
●
は
じ
め
に

　

近
年
、中
国
が
ア
ジ
ア
だ
け
で
な
く
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
や
ア
フ
リ
カ
諸
国
に

多
額
の
「
援
助
」
を
行
い
影
響
力
を
拡

大
し
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
の
メ
デ
ィ

ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

て
そ
の
際
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

耳
に
す
る
の
が
、
は
た
し
て
中
国
は
侵

略
者
な
の
か
と
い
う
問
い
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
二
〇
一
二
年
四
月
に
第

四
回
日
本
・
メ
コ
ン
地
域
首
脳
会
議
が

開
催
さ
れ
た
際
の
主
要
紙
の
論
調
は
、

メ
コ
ン
地
域
諸
国
が
中
国
依
存
へ
の
警

戒
感
を
強
め
て
お
り
、
日
本
は
こ
れ
を

機
に
同
地
域
と
の
関
係
を
強
化
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
日
本
経
済
新
聞

四
月
二
一
日
夕
刊
、
読
売
新
聞
四
月
二

一
日
朝
刊
、
産
経
新
聞
四
月
二
二
日
）。

あ
た
か
も
メ
コ
ン
地
域
諸
国
が
中
国
を

脅
威
と
み
な
し
、
日
本
が
救
い
の
手
を

さ
し
の
べ
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
確

か
に
日
本
に
と
っ
て
、
メ
コ
ン
地
域
諸

国
へ
の
中
国
の
影
響
力
拡
大
は「
脅
威
」

に
映
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
メ

コ
ン
地
域
諸
国
は
中
国
を
脅
威
と
思

い
、
中
国
依
存
か
ら
の
脱
却
を
図
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
で
は
、
メ
コ
ン
地
域
の
一
国
で

あ
る
ラ
オ
ス
の
事
例
を
通
じ
て
、
以
上

の
問
い
に
応
え
て
い
き
た
い
。
ラ
オ
ス

で
も
、
中
国
の
存
在
感
は
こ
の
一
〇
年

間
で
急
激
に
増
し
て
い
る
。
た
と
え
ば

北
部
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら

中
国
企
業
に
よ
る
ゴ
ム
や
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
等
の
栽
培
が
行
わ
れ
、
二
〇
〇
〇
年

代
に
入
る
と
目
に
み
え
て
中
国
の
影
響

力
が
拡
大
し
た
。
中
国
の
影
響
は
徐
々

に
拡
が
り
、
い
ま
で
は
ラ
オ
ス
全
土
で

中
国
や
中
国
人
の
存
在
を
確
認
で
き

る
。

　

た
だ
、
中
国
人
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
に
対

す
る
ラ
オ
ス
人
の
反
応
は
、
決
し
て
良

い
と
は
い
え
な
い
。
彼
ら
に
土
地
を
奪

わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
を
口
に

す
る
人
も
い
る
。
数
年
前
に
は
、
五
万

人
の
中
国
人
を
受
け
入
れ
る
た
め
に

「
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
」
が
建
設
さ
れ
る

と
の
噂
が
広
ま
り
、
政
府
が
否
定
す
る

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
中
国
企
業
に

騙
さ
れ
る
農
民
も
後
を
絶
た
な
い
。

　

二
〇
一
二
年
三
月
、
ラ
オ
ス
の
ト
ー

ン
シ
ン
首
相
が
日
本
に
来
訪
す
る
際
、

ラ
オ
ス
は
中
国
依
存
か
ら
の
脱
却
を
目

指
し
て
お
り
、
こ
れ
を
機
に
、
日
本
は

凍
結
し
て
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
円
借

款
を
七
年
ぶ
り
に
再
開
し
、
ラ
オ
ス
と

の
関
係
強
化
に
乗
り
出
す
と
の
報
道
が

あ
っ
た
（
日
本
経
済
新
聞
三
月
三
日
夕

刊
、
日
本
経
済
新
聞
三
月
一
三
日
朝

刊
）。
は
た
し
て
ラ
オ
ス
は
中
国
依
存

か
ら
の
脱
却
を
図
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。

●
両
国
関
係
の
歴
史
的
経
緯

　

中
国
共
産
党
に
よ
る
ラ
オ
ス
人
民
革

命
党
へ
の
支
援
は
、
一
九
五
〇
年
代
後

半
に
は
じ
ま
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
七

〇
年
代
後
半
の
ポ
ル
ポ
ト
問
題
を
機
に

中
越
関
係
が
悪
化
す
る
と
、
ラ
オ
ス
は

中
国
に
対
し
批
判
的
な
態
度
を
と
り
は

じ
め
、
両
国
関
係
は
一
九
八
〇
年
代
後

半
ま
で
改
善
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

　

一
九
八
九
年
に
中
ソ
関
係
や
中
越
関

係
が
改
善
す
る
と
、
ラ
オ
ス
＝
中
国
関

係
も
改
善
す
る
。
一
九
八
九
年
一
〇
月

に
は
カ
イ
ソ
ー
ン
党
書
記
長
（
役
職
は

当
時
、以
下
同
じ
）
が
中
国
を
訪
問
し
、

翌
年
一
二
月
に
は
李
鵬
首
相
が
ラ
オ
ス

を
訪
問
し
た
。
関
係
改
善
は
ラ
オ
ス
に

と
っ
て
二
つ
の
意
味
が
あ
っ
た
。
ひ
と

つ
は
、
東
欧
や
ソ
連
に
お
け
る
民
主
化

の
流
れ
の
な
か
で
、
社
会
主
義
大
国
と

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
結
束
を
維
持
す
る

こ
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
ソ
連
に
代
わ

る
新
た
な
援
助
の
獲
得
で
あ
る
。

　

一
方
中
国
に
と
っ
て
、
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
や
安
全
保
障
に
加
え
、
ラ
オ
ス
に

存
在
す
る
豊
富
な
鉱
物
資
源
は
大
き
な

魅
力
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ラ
オ
ス
を
含

む
メ
コ
ン
地
域
諸
国
と
の
関
係
構
築

は
、
中
国
南
西
部
の
開
発
に
と
っ
て
重

要
な
意
味
を
も
つ
。
さ
ら
に
い
え
ば
、

東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
の
中
心
に
位
置
す

る
ラ
オ
ス
と
の
関
係
構
築
は
、
大
陸
部

諸
国
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
、
さ
ら

に
そ
の
先
の
島
嶼
部
へ
の
ル
ー
ト
と
し

中
国
資
金
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
る
ラ
オ
ス山

田

紀
彦

特　集
チャイニーズ・

オン・ザ・グローブ
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て
も
価
値
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
ラ
オ
ス

と
の
関
係
構
築
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
関
係
の

一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
経
済
開

発
を
目
指
す
中
国
に
と
っ
て
一
定
の
重

要
性
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。

●
両
国
関
係
の
進
展

　

一
九
九
七
年
に
ラ
オ
ス
＝
中
国
経

済
・
貿
易
・
技
術
協
力
委
員
会
が
設
立

さ
れ
る
と
、
両
国
関
係
は
経
済
を
中
心

に
展
開
す
る
。
以
下
で
は
、
中
国
が
開

発
途
上
国
と
関
係
を
構
築
す
る
際
の
特

徴
で
あ
る
援
助
、
投
資
、
貿
易
関
係
に

つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　

中
国
は
援
助
（
無
償
、
有
償
、
無
利

子
借
款
、
優
遇
借
款
）
の
詳
細
を
公
表

し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
ラ
オ
ス
側
の
統

計
で
も
不
明
な
点
が
多
い
。
一
方
、
協

力
委
員
会
設
立
一
〇
周
年
記
念
の
際
に

公
刊
さ
れ
た
『
老
―
中
合
作
成
果
』
の

な
か
で
、
一
九
五
九
年
か
ら
二
〇
〇
六

年
ま
で
の
援
助
額
が
表
1
の
よ
う
に
公

表
さ
れ
て
い
る
。
表
か
ら
は
、
中
国
に

よ
る
対
ラ
オ
ス
援
助
が
一
九
五
九
年
か

ら
は
じ
ま
り
、
関
係
が
悪
化
し
た
一
九

七
九
年
に
中
断
し
、
関
係
が
回
復
し
た

一
九
八
九
年
に
再
開
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
、
江
沢
民
国
家
主
席
が
ラ
オ

ス
を
訪
問
し
た
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
一

二
日
を
基
点
に
時
代
区
分
を
行
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
江
沢
民
の
訪
問
が
対
ラ

オ
ス
援
助
の
転
機
だ
っ
た
こ
と
が
窺
え

る
。
事
実
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇

五
年
の
援
助
額
は
、
そ
れ
ま
で
の
一
〇

年
間
を
遙
か
に
上
回
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
二
〇
〇
六
年
に
は
一
年
間
で
約
七

億
元
の
援
助
を
行
っ
て
お
り
、
額
が
大

幅
に
増
加
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

中
国
に
は
こ
れ
以
外
に
、「
対
外
経

済
合
作
」（
経
済
協
力
）
と
呼
ば
れ
る

独
特
の
「
援
助
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
、

資
金
を
中
国
政
府
の
優
遇
借
款
や
他
国

の
ド
ナ
ー
等
か
ら
調
達
し
、
国
内
の
コ

ン
ト
ラ
ク
タ
ー
が
入
札
を
経
て
請
け
負

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
承
包
工

程
」、
中
国
人
労
働
者
に
よ
る
労
務
提

供
で
あ
る
「
労
務
合
作
」、
ま
た
、
中

国
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
が
受
注
す

る
「
設
計
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」
が
あ

る
（
参
考
文
献
②
）。
表
2
か
ら
は
、

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
、
中
国
の
対
ラ

オ
ス
「
経
済
合
作
」
が
徐
々
に
増
え
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
「
承
包
工

程
」
は
、
契
約
ベ
ー
ス
で
み
る
と
二
〇

〇
六
年
か
ら
額
が
大
幅
に
増
加
し
て
い

る
（
表
3
）。「
承
包
工
程
」
に
は
中
国

政
府
の
援
助
案
件
も
含
ま
れ
て
い
る

が
、
中
国
に
よ
る
対
ラ
オ
ス
支
援
が
二

〇
〇
六
年
頃
か
ら
大
幅
に
拡
大
し
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

　

次
に
貿
易
関
係
を
み
よ
う
。表
4
は
、

一
九
九
六
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
の

両
国
の
貿
易
額
を
示
し
て
い
る
。
表
か

ら
は
、
両
国
の
貿
易
が
二
〇
〇
〇
年
代

初
頭
に
拡
大
し
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
貿

易
額
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

 表1　中国による対ラオス援助 （単位：1万元）

総　額 無　償 無利子借款 優遇借款

1959-1979 96,560 86,660 9,900 ―
1989-2000 60,054 11,574 11,000 20,000
2000.11.12-2005.12.311） 119,690 39,790 29,900 50,000
2006.1.1-2006.12.31 76,050 10,050 10,000 56,000
合計 352,354 148,074 60,800 126,000

（出所）参考文献①
（注）　1） 元表では2006.12.31となっているが、本文ではラオス語版も中国語版も1959年から2006年までの

総援助額を35億2,354万元としているため、2000.11.12-2005.12.31が正しいと考えられる。

表3　承包工程の契約数と額
 （単位：1万ドル）

契約数 契約額

1995 25 5,033
1996 11 7,950
1997 21 3,285
1998 50 14,768
1999 23 9,356
2000 25 6,171
2001 30 11,132
2002 53 16,894
2003 15 9,633
2004 29 12,327
2005 34 18,159
2006 32 36,379
2007 61 59,538
2008 15 38,387
2009 25 97,172
2010 43 83,457

（出所）『中国貿易経済統計年鑑』各年版。

表4　中国による対ラオス貿易
 （単位：1万ドル）

輸出 輸入 合計

1996 2,668 816 3,484
1997 2,293 582 2,875
1998 1,783 790 2,573
1999 2,216 956 3,172
2000 3,442 642 4,084
2001 5,441 746 6,187
2002 5,431 965 6,396
2003 9,824 1,120 10,944
2004 10,008 1,265 11,354
2005 10,338 2,555 12,893
2006 16,872 4,965 21,836
2007 17,794 8,592 26,386
2008 26,811 13,426 40,237
2009 37,717 37,463 75,180
2010 48,362 60,149 108,512

（出所）『中国統計年鑑』各年版。

 表2　中国による対ラオス経済合作（実施額） （単位：1万ドル）

承包工程 労務合作 設計
コンサルティング 合　計

1995 3,460 ― ― ―
1996 4,766 ― ― ―
1997 4,633 ― ― ―
1998 14,768 274 9 15,051
1999 8,321 169 20 8,510
2000 9,077 273 21 9,371
2001 10,068 104 49 10,221
2002 13,677 132 142 13,951
2003 10,189 116 26 10,331
2004 13,284 201 851 14,336
2005 16,953 25 35 17,013
2006 15,192 3 12 15,207
2007 15,658 3 143 15,804
2008 22,530 67 903 23,500
2009 41,294 381 ― 41,657
2010 57,310 154 ― 57,464

（出所）　1995年から1997年は『中国対外経済統計年鑑』、1998年以降は『中国統計年鑑』各年版。
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直
接
投
資
も
同
様
で
あ
る
。
二
〇
〇

五
／
〇
六
年
度
か
ら
額
が
大
幅
に
増
え

て
い
る
（
表
5
）。
中
国
は
、
ラ
オ
ス

が
外
資
に
門
戸
を
開
い
た
一
九
八
八
年

以
降
、
総
額
約
三
三
億
ド
ル
（
七
四
二

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
投
資
を
行
っ
て
お

り
、
ベ
ト
ナ
ム
や
タ
イ
と
と
も
に
最
大

の
投
資
国
と
な
っ
て
い
る
（
参
考
文
献

⑥
）。
投
資
は
主
に
、鉱
物
、水
力
発
電
、

農
業
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
行
わ
れ
、
な

か
で
も
鉱
物
分
野
へ
の
投
資
が
目
立

つ
。
ま
た
中
国
は
、
二
〇
一
一
年
に
開

設
さ
れ
た
ラ
オ
ス
株
式
市
場
に
お
け
る

最
大
の
外
国
人
投
資
家
で
も
あ
る
（
参

考
文
献
⑦
）。

　

以
上
か
ら
は
、
援
助
、「
経
済
合
作
」、

貿
易
、
投
資
を
中
心
と
す
る
経
済
関
係

が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
拡
大
し
、

特
に
二
〇
〇
六
年
頃
か
ら
一
段
と
深
化

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
小
林
（
二

〇
〇
七
）
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
援
助
は

企
業
の
海
外
進
出
の
手
段
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
、
貿
易
お
よ
び
投
資
と
「
三

位
一
体
」
で
行
わ
れ
て
い
る
（
参
考
文

献
②
）。
つ
ま
り
、
優
遇
借
款
等
中
国

政
府
か
ら
資
金
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
た
企

業
（
主
に
国
有
企
業
）
が
、「
労
働
者
（
対

外
労
務
協
力
）、
プ
ラ
ン
ト
（
対
外
請

負
契
約
）、
技
術
（
対
外
設
計
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
）、
資
本
（
対
外
直
接
投

資
）、
物
資
（
対
外
貿
易
）、
等
を
送
り

込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
援
助
受
入
国
の

資
源
等
の
開
発
を
行
う
と
い
う
仕
組
」

（
参
考
文
献
②
：
一
三
六
―
一
三
七
）

で
あ
る
。
ラ
オ
ス
に
対
す
る
援
助
、「
経

済
合
作
」、
貿
易
、
投
資
が
同
時
期
に

拡
大
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
を

裏
付
け
て
い
る
と
い
え
よ
う
。問
題
は
、

な
ぜ
中
国
の
「
援
助
」
が
二
〇
〇
六
年

頃
か
ら
急
激
に
拡
大
し
た
か
で
あ
る
。

● 

ラ
オ
ス
側
の
事
情

―「
二
〇
二
〇
年
の
最
貧
国
脱
却
」―

　

ラ
オ
ス
は
一
九
九
六
年
の
第
六
回
党

大
会
に
お
い
て
、「
二
〇
二
〇
年
の
最

貧
国
脱
却
」
を
国
家
目
標
に
掲
げ
、
経

済
開
発
を
本
格
的
に
開
始
し
た
。
そ
し

て
、
一
九
九
六
〜
二
〇
〇
五
年
ま
で
の

平
均
経
済
成
長
率
は
六
・
二
％
と
、
順

調
に
経
済
成
長
を
遂
げ
て
き
た
。
し
か

し
、
一
九
九
六
〜
二
〇
〇
〇
年
の
目
標

は
平
均
八
〜
八
・
五
％（
参
考
文
献
⑧
）、

二
〇
〇
一
〜
〇
五
年
は
最
低
七
％
が
目

標
で
あ
っ
た
（
参
考
文
献
⑨
）。
安
定

し
た
経
済
成
長
を
遂
げ
た
も
の
の
、
目

標
に
は
届
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
人
民
革
命
党
指
導
部
は
、
二

〇
〇
六
年
の
第
八
回
党
大
会
に
お
い
て

「
開
発
を
最
優
先
」
と
す
る
方
針
を
掲

げ
、
今
後
五
年
間
の
平
均
経
済
成
長
率

を
七
・
五
％
と
定
め
た
。
以
降
、
ラ
オ

ス
は
そ
れ
ま
で
以
上
に
外
資
を
積
極
的

に
導
入
し
、
経
済
開
発
に
邁
進
す
る
。

　

そ
れ
を
支
え
た
の
が
資
源
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
で
あ
っ
た
。
特
に
鉱
物
資
源

開
発
は
、
二
〇
〇
六
年
以
降
に
投
資
件

数
も
輸
出
額
も
大
幅
に
増
加
し
た
。
鉱

業
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
国
土
の
使
用
権

や
事
業
に
か
か
る
建
設
、
操
業
、
採
掘

権
等
の
供
与
）
は
、
二
〇
〇
三
年
の
五

八
件
か
ら
二
〇
〇
七
年
に
は
一
〇
〇
件

を
超
え
、
二
〇
〇
九
年
に
は
一
五
〇
件

と
な
っ
た
（
参
考
文
献
⑩
）。
二
〇
〇

〇
年
代
初
頭
に
輸
出
全
体
の
二
％
に
も

満
た
な
か
っ
た
鉱
業
の
輸
出
は
、
二
〇

〇
六
／
〇
七
年
度
に
は
六
一
％
を
占
め

る
ま
で
に
成
長
し
た
（
参
考
文
献
⑪
）。

ま
た
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
稼
働
し
た
ナ

ム
ト
ゥ
ン
2
水
力
発
電
所
は
、
今
後
二

〇
年
間
で
約
二
〇
億
ド
ル
の
収
入
を
ラ

オ
ス
に
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
、

そ
の
他
の
電
源
開
発
も
進
め
ら
れ
て
い

る
。
以
上
の
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

に
よ
り
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
一
〇

年
ま
で
の
平
均
経
済
成
長
率
は
七
・

九
％
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
で
も
っ
と
も

高
く
な
っ
た
（
参
考
文
献
⑫
）。
つ
ま

り
中
国
の
援
助
は
、
ラ
オ
ス
が
開
発
資

金
を
も
っ
と
も
必
要
と
し
た
こ
の
時
期

に
拡
大
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

人
民
革
命
党
は
二
〇
一
一
年
三
月
に

行
わ
れ
た
第
九
回
党
大
会
に
お
い
て
、

二
〇
一
五
年
ま
で
の
平
均
経
済
成
長
率

を
八
％
以
上
と
す
る
意
欲
的
な
目
標
を

設
定
し
た
。
そ
し
て
目
標
達
成
に
は
、

五
年
間
で
総
投
資
額
一
二
七
兆
キ
ー
プ

（
約
一
五
〇
億
ド
ル
）
が
必
要
だ
と
し
、

こ
の
う
ち
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

は
二
四
〜
二
六
％
、
外
国
投
資
を
含
め

た
民
間
投
資
は
五
〇
〜
五
六
％
と
定
め

た（
参
考
文
献
⑫
）。こ
れ
は
一
年
間
で
、

Ｏ
Ｄ
Ａ
が
七
・
二
〜
七
・
八
億
ド
ル
、

民
間
投
資
は
一
五
〜
一
六
・
八
億
ド
ル

必
要
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

れ
に
応
え
る
か
の
よ
う
に
、
中
国
は
ラ

オ
ス
支
援
を
拡
大
し
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
、

中
国
＝
ラ
オ
ス
を
結
ぶ
鉄
道
建
設
計
画

が
発
表
さ
れ
た
。
総
建
設
費
は
七
〇
億

ド
ル
で
あ
る
。二
〇
一
一
年
四
月
に
は
、

ラ
オ
ス
電
力
公
社
、
中
国
水
利
水
電
建

設
集
団
公
司
、
中
国
開
発
銀
行
の
三
社

が
、
建
設
費
二
〇
億
ド
ル
の
水
力
発
電

所
建
設
で
合
意
し
た
。
同
年
一
二
月
に

表5　中国による対ラオス直接投資
 （登録資本額）

年　度 額（ドル）

2003/04 28,197,753
2004/05 58,123,360
2005/06 423,231,606
2006/07 496,055,204
2007/08 ―
2008/09 239,396,197
2009/10 473,985,798

（出所） 2003/04年度から2006/07年度は参考文献③、
2008/09年度以降は参考文献④、⑤。

（注）ラオスの会計年度は9月から翌年の10月。

中国資金を積極的に受け入れるラオス
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は
、
上
海
の
不
動
産
会
社
が
タ
ー
ト
ル

ア
ン
湿
地
帯
を
経
済
特
定
区
（
自
然
観

光
文
化
地
区
）
に
開
発
す
る
契
約
を
ラ

オ
ス
政
府
と
結
ん
だ
。
建
設
費
は
一
五

億
ド
ル
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国

は
ラ
オ
ス
が
必
要
と
す
る
開
発
資
金
の

多
く
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
そ
し
て
ラ

オ
ス
政
府
は
、
中
国
依
存
か
ら
の
脱
却

と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
中
国
案
件
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

●
お
わ
り
に

　

ラ
オ
ス
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
流
入

す
る
中
国
資
金
を
積
極
的
に
活
用
し
、

経
済
開
発
を
進
め
て
い
る
。
一
方
中
国

は
、
ラ
オ
ス
に
開
発
資
金
を
提
供
す
る

こ
と
で
資
源
を
獲
得
し
、
ま
た
、
企
業

の
海
外
進
出
を
助
け
る
こ
と
で
自
国
の

成
長
に
つ
な
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
中

国
の
対
ラ
オ
ス
支
援
は
中
国
だ
け
に
裨

益
す
る
の
で
は
な
く
、
ラ
オ
ス
の
国
家

建
設
に
も
一
定
の
貢
献
を
果
た
し
て
お

り
、
両
国
は
持
ち
つ
持
た
れ
つ
の
関
係

に
あ
る
と
い
え
る
。

　

た
だ
、問
題
も
多
い
。鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
土
地
を
巡
っ
て
両
国
が
衝

突
し
て
い
る
と
い
わ
れ
、
計
画
は
予
定

通
り
に
進
ん
で
い
な
い
。「
チ
ャ
イ
ナ

タ
ウ
ン
」
と
呼
ば
れ
た
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ

ン
総
合
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
市
民

の
反
発
に
よ
り
当
初
の
建
設
予
定
地
を

変
更
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
自
体
の
必
要
性
も
疑
わ
し

い
。
資
金
提
供
を
受
け
る
代
わ
り
に
、

ラ
オ
ス
は
必
要
性
の
低
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
な
い
の
か
も

し
れ
な
い
。
環
境
問
題
や
不
法
労
働
者

問
題
等
も
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ラ
オ
ス
は
中
国
だ
け
で

な
く
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
韓
国
、
そ

し
て
日
本
か
ら
も
開
発
資
金
を
獲
得
し

て
い
る
。
近
年
は
、
イ
ン
ド
や
ロ
シ
ア
、

ま
た
中
東
諸
国
と
も
関
係
を
構
築
し
、

資
金
源
の
多
様
化
を
図
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
少
な
く
と
も
二
〇
二
〇
年
ま
で

は
、
数
あ
る
問
題
に
は
目
を
つ
ぶ
り
、

ラ
オ
ス
は
中
国
資
金
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。「
二
〇
二

〇
年
の
目
標
」
は
人
民
革
命
党
が
自
ら

掲
げ
た
公
約
で
あ
り
、
是
が
非
で
も
達

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
中

国
は
、
目
標
達
成
に
必
要
な
資
金
を
容

易
に
提
供
し
て
く
れ
る
。
ラ
オ
ス
に
と
っ

て
中
国
は
、
重
要
な
資
金
源
で
あ
り
、

目
標
達
成
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
、
大
き
な
存

在
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

（
や
ま
だ　

の
り
ひ
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

東
南
ア
ジ
ア
Ⅱ
研
究
グ
ル
ー
プ
）

《
参
考
文
献
》

① S
iik
h
u
n
 B
u
n
v
ila
y
 [2
0
0
7
] 

M
aak pho

n
 kaan

 huam
 m
uu 

lao
-chin (

老
―
中
合
作
成
果), 

V
ien
tian
e: h
oon
gkan

n
 kh
an
a 

ka
m
m
a
ka
a
n
 h
u
a
m
m
u
u
 la
o
-

chin
 (

ラ
オ
ス
・
中
国
協
力
委
員
会

事
務
所).

② 

小
林
誉
明
﹇
二
〇
〇
七
﹈「
中
国
の

援
助
政
策
―
対
外
援
助
改
革
の
展
開

―
」（
国
際
協
力
銀
行
『
開
発
金
融

研
究
所
報
』
第
三
五
号
、
一
〇
月
）、

一
〇
九
―
一
四
七
ペ
ー
ジ
。

③ 

鈴
木
基
義
﹇
二
〇
〇
八
﹈「
一
党
独

裁
の
も
と
で
の
対
ラ
オ
ス
外
国
直
接

投
資
」（
鈴
木
基
義
編
『
ラ
オ
ス
の

産
業
基
盤
』
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ラ
オ
ス
事
務

所　

二
三
―
四
四
ペ
ー
ジ
）。

④ K
asuang P

haenkaan lae K
aan 

L
o
n
g T
h
u
en
 [2
0
1
0
] P
h
a
en 

p
ha
ttha
n
a
a
 seettha

kit-sa
n
g-

k
h
o
m
 h
a
e
n
g
 sa
a
t so

k
 p
ii 

2
0
0
8
-2
0
0
9
, V
ien
tian
e: K

as-

u
a
n
g
 P
h
a
en
ka
a
n
 la
e K
a
a
n
 

L
on
g T
huen

.

⑤ K
asuang P

haenkaan lae K
aan 

L
o
n
g
 T
h
u
e
n
 [2
0
1
0
] B
o
t 

la
a
yg
a
a
n
 p
h
o
n
 ka
a
n
 ch
a
t 

ta
n
g
 p
a
tiva

t p
h
a
e
n
 p
h
a
t-

tha
n
a
a
 seettha

kit-sa
n
gkho

m
 

h
a
e
n
g
 sa
a
t so

k p
ii 2
0
0
9
-

2
0
1
0
 lae phaen

 phatthan
aa 

seetth
a
kit-sa

n
gkh
o
m
 h
a
en
g 

saat so
k pii 2

0
1
0
-2
0
1
1
, V
i-

en
tian
e: K

asuan
g P
haen

kaan
 

lae K
aan
 L
on
g T
huen

.

⑥ P
asaaso

n, 

四
月
二
日
。

⑦ 

新
華
社
通
信
（
英
語
版
）、http://

n
ew
s.xin

h
u
an
et.co

m
/en
glish

/

in
d
e
p
th
/2
0
1
2
-0
5
/0
3
/

c_1
3
1
5
6
7
0
3
9
.htm

　

二
〇
一
二

年
四
月
四
日
ア
ク
セ
ス
。

⑧ E
eka
sa
a
n
 ko
o
n
gp
a
su
m
 n
ha
i 

kh
a
n
g th

ii V
I kh

o
o
n
g p
h
a
k 

pasaason pativat lao [1
9
9
6
].

⑨ E
eka
sa
a
n
 ko
o
n
gp
a
su
m
 n
ya
i 

kh
a
n
g th

ii V
II kh

o
o
n
g p
h
a
k 

pasaason pativat lao [2
0
0
1
].

⑩ 

杉
本
真
一
郎
﹇
二
〇
一
〇
﹈「
ラ
オ
ス

に
お
け
る
鉱
業
発
展
」（
山
田
紀
彦
編

「
ラ
オ
ス　

チ
ン
タ
ナ
カ
ー
ン
・
マ
イ

（
新
思
考
）
政
策
の
新
展
開
―
共
同
研

究
会
中
間
報
告
―
」
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

一
六
九
―
一
九
四
ペ
ー
ジ
）。

⑪ 

山
田
紀
彦
／
ケ
オ
ラ
・
ス
ッ
ク
ニ
ラ

ン
﹇
二
〇
〇
八
﹈「
二
〇
〇
七
年
の

ラ
オ
ス　

政
治
の
安
定
と
進
む
経
済

発
展
」（『
ア
ジ
ア
動
向
年
報　

2
0
0
8

』
ア
ジ
ア
経
済
研
究　

二
五

一
―
二
六
六
ペ
ー
ジ
）。

⑫ E
eka
sa
a
n
 ko
o
n
gp
a
su
m
 n
ya
i 

khang thii IX
 phak pasaaso

n 

pativat lao
 [2
0
1
1
].
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